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問　

岩
沼
の
文
化
、
歴
史
を
中
心
と
し

た
多
言
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
な
ど

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市
民
経
済
部
長　

統
一
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
今
、
固
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。
次

の
段
階
に
多
言
語
で
作
成
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

問　

仙
台
空
港
と
定
期
便
が
あ
る
国
内

外
の
都
市
へ
の
観
光
案
内
な
ど
、
岩
沼

市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

副
市
長　

市
単
独
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
、
現
在
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

宮
城
県
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
仙
台
空
港

国
際
化
利
用
促
進
協
議
会
が
、
国
内
外

で
の
主
要
航
路
都
市
に
お
い
て
現
地
の

関
係
機
関
と
連
携
し
、
仙
台
空
港
の
利

用
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
機
会
に
岩
沼
市
の
Ｐ

Ｒ
も
あ
わ
せ
て
で
き
る
よ
う
に
働
き
掛

け
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　

仙
台
空
港
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

も
し
く
は
観
光
案
内
ブ
ー
ス
な
ど
を
設

置
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

副
市
長　

仙
台
空
港
は
７
月
１
日
で
完

全
民
営
化
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で

は
計
画
の
全
容
を
話
せ
な
い
こ
と
を
聞

い
て
い
ま
す
。
運
営
事
業
者
で
あ
る
仙

台
国
際
空
港
株
式
会
社
の
取
り
組
み
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

観
光
客
対
応
の
人
材
育
成
を

問　

海
外
か
ら
の
観
光
客
に
対
応
で
き

る
よ
う
な
人
材
育
成
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

市
民
経
済
部
長　

人
材
育
成
が
非
常
に

大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
幸
い
岩
沼

市
は
、
こ
れ
ま
で
も
外
国
人
を
受
け
入

れ
て
い
ま
す
の
で
、
少
し
は
慣
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
点

で
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
も
踏
ま
え
て
、
単
独
よ
り
は

広
域
で
、
ま
た
は
民
間
と
の
連
携
で
人

材
育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
そ
の
他
の
一
般
質
問

・
認
知
症
状
対
策

観
光
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）
対
策

髙
橋　

光
孝

議員の税等の納付状況（平成27年度分）
税目等

議員氏名 市県民税 固定資産税 ･
都市計画税 国民健康保険税 軽自動車税 上下水道料金

佐　藤　剛　太 ○ ○ ‒ ○ ○
菊　地　　　忍 ○ ○ ‒ ○ ‒
髙　橋　光　孝 ○ ○ ‒ ○ ‒
植　田　美枝子 ○ ○ ○ ○ ‒
佐　藤　淳　一 ○ ‒ ‒ ‒ ‒
大　友　　　健 ○ ○ ○ ‒ ○
布　田　恵　美 ○ ‒ ‒ ○ ‒
酒　井　信　幸 ○ ○ ○ ‒ ○
須　藤　　　功 ○ ○ ○ ‒ ○
渡　辺　ふさ子 ○ ○ ‒ ‒ ‒
佐　藤　一　郎 ○ ○ ○ ○ ○
国　井　宗　和 ○ ○ ○ ‒ ○
布　田　一　民 ○ ○ ○ ‒ ‒
長　田　忠　広 ○ ○ ○ ○ ○
飯　塚　悦　男 ○ ○ ○ ○ ○
沼　田　健　一 ○ ○ ○ ‒ ○
櫻 井   隆 ○ ○ ○ ○ ○
森　　　繁　男 ○ ○ ○ ○ ○

※「○」＝完納　「―」＝納税等の義務なし
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